
い
ま
だ
業
者
も
発
表
せ
ず

10
月
20
日

「あ
お
い
パ
ー
ク
観
賞
温
室
応
援
団
」

代
表
下
島
良
一
さ
ん
な
ど
12
名
が
、
小
池
友
妃
子

市
長
に
要
望
書
１
８
３
１
人
分
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
水
産
課
長
と
1
時
間
に
渡
っ
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
碧
南
市
は
２
０
２
6
年
４
月

か
ら
指
定
管
理
制
度
と
し
て
民
営
化
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
市
民
に
内

緒
で
、
業
者
選
定
を

10
月
10
日
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し

一
切
公
表
し
て
い
ま

せ
ん
。

現
行
体
制

で
今
後
も

運
営
を

現
在
、
観
賞
温
室
は
農
業
活
性
化
組
合
が
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
雇
用
さ
れ
た
５
人
体
制
で
き
め

細
か
い
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

「水
か
け
三
年
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
専
門
的
な
技
術
が
必
要
で
す
。

こ
の
体
制
を
持
続
し
て
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
は

「地
元
雇
用
は
、
し
て
い
き
た
い
」
と
応
え

ま
し
た
。

地
産
地
消
の
拠
点
な
の
に

植
物
つ
ぶ
し
て
い
い
の
か

代
表
者
の
下
島
良
一
さ
ん
は

「農
業
活
性
化
や

地
産
地
消
の
拠
点
施
設
な
の
に
、
28
年
間
育
て
て

き
た
植
物
を
つ
ぶ
し
て
い
い
の
か
」
と
訴
え
ま
し

た
。

月
に
１
回
植
物
入
れ
替
え

あ
お
い
パ
ー
ク
の
温
室
は
月
1
回
植
物
や
展
示

の
入
れ
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
大
き
な
植
物

園
、
温
室
で
も
こ
ん
な
に
頻
繁
に
入
れ
替
え
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
働
く
方
か
ら

「他
市
の
方
か
ら
も

残
し
て
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
働
く
場
所
と

い
う
よ
り
植
物
へ
の
思
い
を
伝
え
た
い
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
話
し
合
い
に
は
山
口
は
る
み
議
員

も
同
席
し
ま
し
た
。

観
賞
会
を
行
な
い
ま
す

「応
援
団
」
の
み
な
さ
ん
は
、
月
1
回
の
温
室

観
賞
会
、
署
名
も
取
り
組
み
、
さ
ら
に
存
続
の
声

を
広
げ
た
い
と
、
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
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あおいパーク観賞温室を残して

2025年10月20日
碧南市長 小池 友妃子 様

あおいパーク観賞温室応援団
代表 下島 良一

あおいパークの観賞温室を残すことを求める要望書
私たち「あおいパーク観賞温室応援団」は、碧南市が「あお

いパーク改修基本構想」で閉鎖・撤去を予定している観賞温室
の存続を求めて、6月２2日よりオンライン署名サイトchange.or
g（チェンジ・ドット・オーグ）上で署名活動を始めました。ま
た、手書き署名にも取り組み、本日までに併せて １，８３１
筆の賛同を集めております。このたびは、小池碧南市長に次の
項目についてお願い申し上げます。
要望項目
１，あおいパークの観賞温室を残し、活用してください
碧南市は、「観賞温室の老朽化が著しい」とか「来園者が少
ない」等と言いながら、その具体的な根拠も示していません。
また、この温室の閉鎖・撤去の構想を明らかにしながら、

植物たちをどうするのか等具体的な対応策やスケジュールは
明らかにしていません。
観賞温室は、植物を展示するだけではなく、花々やテラコッ
タなどと組み合わせ、おしゃれに見せ、地域農業の振興を図
るとともに癒しの空間となっています。
手入れの行き届いた素晴らしい温室を楽しみにしているファ
ンも多くおり、あおいパークの魅力の一つです。
せっかく息づいている約３５０種の貴重な植物を守り育て、
地域農業振興の拠点として活用していってください。

以上

子育市長（右側）に、1831名の署名を渡す、代表者の

下島さん（真ん中）たち 10月20日市役所



高
市
自
維
政
権

発
足

衆
参
両
院
は
21
日
、
臨
時
国
会
で
首
相
指
名
選
挙
を
行
い
、
自

民
党
の
高
市
早
苗
総
裁
を
首
相
に
選
出
、
高
市
氏
は
同
日
夜
ま
で

に
組
閣
を
終
え
ま
し
た
。

衆
院
本
会
議
で
の
首
相
指
名
選
挙
の
投
票
総
数
は
４
６
５
票
。

１
回
目
の
投
票
で
高
市
氏
が
半
数

（２
３
３
）
を
超
え
る
２
３
７

票
を
獲
得
。
日
本
共
産
党
の
議
員
は
田
村
智
子
委
員
長
に
投
票
し

ま
し
た
。
参
院
本
会
議
で
の
投
票
総
数
は
２
４
６
票
。
１
回
目
の

投
票
で
過
半
数

（１
２
４
）
を
得
た
候
補
は
お
ら
ず
、
高
市
氏
と

立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
に
よ
る
決
選
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

決
選
投
票
で
は
高
市
氏
１
２
５
票
、
野
田
氏
46
票
、
無
効
票
47
票
、

白
票
28
票
で
し
た
。
日
本
共
産
党
の
議
員
は
１
回
目
の
投
票
で
田

村
智
子
委
員
長
に
投
票
し
、
決
選
投
票
は
白
票
を
投
じ
ま
し
た
。

立
憲
、
野
田
氏

定
数
削
減
に

「大
賛
成
」

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
は
同
日
の
東
京
・
有
楽
町
駅

前
で
の
街
頭
演
説
で
、
自
民
と
維
新
が
臨
時
国
会
で
の
成
立
を
狙

う
衆
院
議
員
の
定
数
１
割
削
減
に
つ
い
て
、
野
田
代

表
が
「大
賛
成
」
と
述
べ
た
こ
と
に
言
及
。
「見
過

ご
せ
な
い
発
言
だ
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
白
票
と
い

う
対
応
を
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
「立
憲
民
主
党

は
、
民
主
主
義
を
脅
か
す
定
数
削
減
、
と
く
に
比
例

代
表
の
削
減
に
き
っ
ぱ
り
反
対
す
べ
き
だ
。
臨
時
国

会
で
短
時
間
で
強
行
す
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
許
し

て
は
い
け
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
定
数
削
減
、
「ス
パ
イ
防
止
法
」
の
強

行
を
狙
う
高
市
早
苗
・
自
維
連
立
政
権
が
発
足
し
た
21
日
、
衆
院

第
２
議
員
会
館
前
で

「改
憲
反
対
！
税
金
は
軍
拡
で
は
な
く
暮
ら

し
に
！
臨
時
国
会
開
会
日
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
、
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
、

共
謀
罪
Ｎ
Ｏ
！
実
行
委
員
会
が
共
催
し
、
３
０
０
人

（主
催
者
発

表
）
が
参
加
。
「比
例
削
減

勝
手
に
決
め
る
な
」
な
ど
ボ
ー
ド
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

反
動
政
権
へ
の
危
機
感
広
げ
よ
う

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
総
が
か
り
行
動
実
行
委
の
菱
山
南
帆
子
共

同
代
表
は

「女
性
初
の
首
相
と
い
う
が
、
戦
前
回
帰
の
よ
う
な
内

閣
が
誕
生
す
る
こ
と
に
最
大
の
危
機
感
を
持
と
う
。
民
主
主
義
、

立
憲
主
義
を
掲
げ
る
野
党
と
一
致
団
結
し
て
臨
時
国
会
を
た
た
か

い
抜
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労
組
会
議

（Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
の
岩
崎
貞
明

事
務
局
次
長
は

「ス
パ
イ
防
止
法
」
に
つ
い
て
「メ
デ
ィ
ア
の
よ

う
に
情
報
を
集
め
て
人
々
に
伝
え
る
仕
事
は
摘
発
の
対
象
に
な
り

か
ね
な
い
。
断
固
反
対
す
る
」、
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団
体
連

絡
会
の
塚
本
和
也
弁
護
士
は
、
鹿
児
島
県
馬
毛
島

（ま
げ
し
ま
）

で
進
む
環
境
破
壊
の
基
地
建
設
の
中
止
を
訴
え
ま
し
た
。

日
本

共
産
党
の
辰
巳
孝
太
郎
、
田
村
貴
昭
両
衆
院
議
員
、
岩
渕
友
、
吉

良
よ
し
子
、
大
門
実
紀
史
、
仁
比
聡
平
、
山
添
拓
の
各
参
院
議
員
、

立
憲
民
主
党
、
社
民
党
、
「沖
縄
の
風
」
の
国
会
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
仁
比
氏
は
、
安
保
法
制
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
削
減
、

差
別
と
排
外
主
義
の
助
長
な
ど
自
民
党
の
悪
政
を
批
判
。
「衆
院
比

例
定
数
削
減
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
民
主
主
義
を
生
か
す
大
き

な
共
同
を
広
げ
、
自
維
を
立
ち
往
生
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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山口はるみ 磯貝明彦
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三度山町 2-70-4 若松町 3-253

大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

11
月
19
日
（水
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

申込は
ここから

国民そっちのけ 自民・維新 高市政権発足

国民の声つぶす定数削減 民主主義と平和守る力で反撃を、

（写真）「比例削減勝手に決めるな」「スパイ防止法反対」と

声を上げる人たち＝２１日、衆院第２議員会館前


